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一 大英 図書 館所 蔵Or .8212-75Bから・
庄垣 内 正 弘
ま え が き
大英 図書館所蔵 のウイグノレ語写本Or.8212-75A/Bは1907年にAurelStein
によ って敦煙 の千仏洞 よ り将来 され た文献 である.こ の文献 に関 して,1921年
(1)
にはSteinが その体裁 につ いて記述 し,1925年には羽 田亨 が奥書 を中心 とし
(2)
なが らもそ の全体 につい て解説 した.彼 らはこの文献 の内容 を 『阿毘達磨倶舎
論実義疏』 に同定 したが,の ち1790年になって §inasiTekinは75Aに所属
し,一 か ら一七 の丁 数のあ る 独立 した1冊 子が 『実義疏』 では な くJataka一
(3)
storiesである とと推定 した.さ らに1976年に筆者 は,TekinのJatakaと
い うの は誤 りで,実 はこの1冊 の 内容がAvadanaである ことを明か に し,そ
(4)
の解説 とテ クス トを提 出 した.75A/Bに関す るそれ以外 の部分,す なわち 『実
義疏』 に関す る研究 は,羽 田享以後Tekinが 上 の記述 とともに奥書 につ いて
触れ,フ ァクシ ミリを出版 したが,ほ かにま とまった研究 は提 出されていない.
この 『実義疏』 は ウイ グノレ文献 中では,ハ ミ本Maitrisimitとな らんで最大
量(お よそ7000行)を保有 する文献 で,元 代 の ウイ グル語 資料 として と りわけ
重要 な位 置を占めてお り,テ クス ト ・エデ ィシ ョンの早 急の提 出が期待 されて
い る,
この ウイグル仏典 の翻訳 の原典 とな った漢訳 文 『実義 疏』 はサ ンス ク リッ ト
原典 とと もに既 に散逸 しているので,原 典 との対照 に よって全体 の翻訳 を行 う









写テクス トと対照漢文,和 訳,註 記,さ らに漢語一ウイグノレ語対照語彙を提出
し,漢文原典再構への足がか りを作 りたい。但 し,対訳語彙や対訳構文に関す
る詳細な解説は紙面の都合で別稿に譲 りたい.
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(5)擬 漢 文 体 は 「阿 含 経 」 ウ イ グ ル文 に も み られ る が,こ れ らに 関 して は,庄 垣 内rウ イグ ル 語 ・
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語転写は基本的に音素転写を施 したが,若 干のものは 文字転写 で示 した.文
字dとtは 子音d,tを 表すのに混用されているが,こ こでは文字のまま記 し




示する文字Uで 表記 されているが,こ れらには該当する母音音素を与えた.
なお漢訳文は 『大正新脩大蔵経』(第二十九巻 毘曇部)を用いた.但 し,














buy6rmi6-ingizandaγarmaz360C(4)此 釈 不 然
25Bamtfmunda(8)tagimligols6z-1agali今且 応 説
qayutfldaγ一inbirtuγmaq(9)一1iγbir何 縁 一 生 一 住 一 滅 及 一
turmaq-1iγbirardmakligulatibirt膳mg-ta果等 心 心 所 中
ulatikδng益Ik6ngul-tなki(10)nom-1ar-ta
sδz-1adik6ng廿1-nUngadlboluri6-tin説 心 名 内
singar-q1(11)tip
「此 の(な ん じらの)釈 は然 らず」andarar皿蓋z属「そのよ うでな い」=然 らず.
「今 且 らく1)応し3)説く2)」munda=「ここに」 嗣且 らく.応 に対 して はtagimligol…
・γa至f/galiのほか一般 には 一7u/g茸kargakが用 いられ る.た だ し,不 応 にたい してはtagim-
1igarmaz_一γa1Vgaliが用 い られる.
「何 に縁 りて一生一住一滅及び一果等が心心所中で」k6ng茸1-takinom「心}こある法(心 所
有法)」=心 所.
「説け るや4)心の名が1)なると3)内と2)」 名(v.)にはati/adfbol・…tipがあて られ る.ほ










926Ayana(15)k6z-taulat芽一1arkδzbilig-in一憶 又 非 眼 等 与 眼 識 等 常 為
ulatf-lar-qauzati(1)tayaqbolur装rmaz
10aridibolmaz茸6廿nk6ng廿1k6ngU1-taki


























「心所を1)為すや3)外と2)」「為」(v.)は目的語を とらない ときにはboLが,と るとき にはq翌1・
が一般 に用い られる.
「豊 に心所 は仮我心へ依 ら.ざるや 」「豊」はna醗kol_mu「ど うして…か」で表現 されて いる.
「是の能依性 は彼の所依 に対 して」k6甫=「 見 て」=「 対 して」,能依 はtayanda6f所依 は
tayaq又はtayaq-lfγで表 され る,
「極めて親近,転 じて(そ の)名 は1)なる応 し3)内外 と2)」aruaraは168でも「転」にあて られ
ている.ま たInsadi-Sntraではar廿a城は「漸漸」に対 してあて られてい る.(semihTezcan,
Dα∫厩gπrJ∬加 ∬η5α4f-3廃'rα.BτTIII.皿o.659).ta§一tin「外」 は不要.漢 文 の故 にあたる
ウイグル語 はない.
「又,眼 等 は眼識等へ常 に所依 と為 るに非ず」
「曽て1)有らずゆえ3)心が心所へ所依性 と為 らざること2)」a§iray・i=skt,a§raya「所依」.
ar宝dibolmaz=「未 曽有」6f.no.30.本来 は 「未 だ曽て,心 ありて心所 のために所依性 と為
らざることあ らず」(国訳一切経p.132).
「故 に唯,心 所の(そ の)名 は1)為す3)内と2)」 「応 」にあた るウイグル語がない.
「或 は復 た此 の中にまた1)有るや3)何の殊 る理2)」2番目のyanaは不 要.adfrt1の一了は不要?
あるいはここで切れて,「何の殊 ること」 と訳すべ きか.cf.13。
「仮我心へ所依 と為れ ば(之 れを)立 てて1)為す3)内と2)」tUz・茸ntar玉ngin6aarsar隅?























































「立て られ ざりし(そ の)能 依 により,故 に汝 らの所 言の1)無い3)深い理趣 は2)」yoqは
実際 にはYUZと かかれて い.る.故(に)対 して はanin「それ によ り」があて られてい る.
cf.160.「彼」にたい して,siz-1翫「なん じ ら」があて られているのはほかに24255256がある.
「又,心 少 分1)なれば3)我執へ の依2)一切心の依などの皆の名は4)為る6)内と5)」 「一切」 と
「諸」 にはalquが,「 皆」 にはbar6aあて られ る.
「此れに由 りて1)応か らず3)是の如 くと釈す2)」「由(り て)」には常 にuアurin(・ta)があて ら
れてい る.
「我 執へ 依止 とな りたるが故 に仮に1)説け り5)心を2)為す と4)我と3)」 「依止」(「たよ ること」)
には 「依」 と同 じ訳語tayaqがあて られてい る.
「又少 分心 は負 等へ 依 となる故 に」 「少 分」=yar董m・6a「部分(半 分)と して」.
「心 など皆 な染汚 と成る応 し」 ウイグル文には 「一切」 にあた るalquが抜 けて いる.
「或は少分心 は尋伺へ依 とな る故に」in6aはyin6gaの誤 り.「 尋伺」=yuqunyinδg益
saqin6「粗い,細 か い考察」.






























































「此れ爾 らざ りければ彼は云何然 らん」
「差別の因縁 などを1)不可 なる故 に3)得ること2)」basudt6i=basud6i.cf.no.102.
「又 なん じら何 ぞ1)能くす るや4)遮す ること3)心所等の我執性 となるを2)」n乞dagintiptisar
「如何 に といわば」 にあたる漢文 はない.「 能」 には常にu・_・ralV蝉liがあて.られている.
「有身見 は1)縁じて3)五取藏 を2)境界 と為す故 に4)」
「是の故に彼の(な ん じらの)釈 の理は定んで然 らず」 「而」 は常 にin61p「但」 はtakで
表 されてい る.
「若 し爾 らば何 に縁 りて1)説け るや5)心が2)為ると4)我と3)」
「恒 に 自境において 自在 に行ず」 漢文の 「故」 にあた るウイグル語がない.
「我 とは謂 わ く自境 に於 て常に 自在行 な り」 「謂」 には常 にqaltiがあて られ ている.ま た
「謂若」 にはqaltib三rδk,qaltikim-1翫が あて られて いる.
「心 の曽つて1)みつか らざり し時4)行ぜ ざること3)自境 に2)」bu呈duqmaz自bu1「見 つけ
る」一duq(passive)・maz(negative),ここでは 「無有」}こあて られ ている.一 方223では同 じ




































































「故 に一 切心 の皆 の名 は1)為す3)我と2)」
「諸の心所 も亦1)得ざ りき3)我とい う名を2)」 「非」の位置 にn伽g「 決 して」が立 っている,
「意を上首 と為す こ との故 にそれ を経 に1)説けるが3)独行 と2)故に4)」U6Unはyrliqam.きol
の あとにくるのがふつ う.
「彼 は要ず心 に依 りて1)能くす るが故 に4)行ず るこ と3)境などに2)と5)」
「諸 の心所 を亦調伏す といえど も」 「如」はqalti_塘9(36)があて られてい る.
「而 も但 だ勝 に就 いて1)説くが如 し3)調伏心を2)」
「説 けるも2)我と1)亦然 り3)」
「唯,心 は心所へ非ず」 「唯」 にはya工nguzがあて られ ているが,ほ かでは全てy三n城m
が立つ.



































非 心 所 者
同 異 類 心
展 転 相 望
tayaqbolmaq-liγt6z-ni(14)bar6atidmaz-1ar為所 依 性 皆 不 捨 故
茸6廿n
alquk6ngU1-d註kinom-lar-ta6ngiuγuき一1iγ一i諸 心 所 法 異 類 望 心
(15)k6ng廿1-kakδr廿

























「又諸 の心所は復 た心 と一 生住の等なれ ども」 「錐」は常 にna6a_・sar/sarymaで表 され る.
「而 も心の心への望(?)として(その)名は1)為す3)内と2)」 漢文 の「独」にあたるウイグル語 は





「所依 と為 るところの性を皆捨せ ざるが故 に」
「諸 の心所法 において異類が心 に望み」










































































「謂 わ く若 し善心 が善 と汚染 と及 び無記心(?)に望み」yara首i・Sfzk6皿g削はyrli7-sizk6・
ng伍 の誤写か.
「所依性 と為れ ば皆 は捨離せず」
「染汚,無 記心 は是れ亦是 の如 し」 「亦」 には常 にymaが,「又」と 「復」 にはyanaが あて られ
ている.
「若 し善 の心所が染汚,及 び無記心 に望み」
「捨て なば2)能依性を1)染汚(そ の)無 記は余 に望んで亦た繭 なり3)」
「故 に心を心 に望み所依性 と為 りしとき1)無きため3)相間隔2)」
「得 たり4)(その)名 は1)為り3)内と2)」
「心所を心 に望み」




















































「能依性 と為 ること或は多或は少な り」
「心の所依 と為 るは則ち是 くの如 く此れ}ζ由りて内 という名 は1)在る3)心に2)所}こ非ず と4)」
andaγのあとにarmazが欠 落 してい る?
「若 し醐 らば大地法 は1)受くべ し3)内という名を2)と4)」
「爾 らず心所 の朋類 は壊す ることとなる故」ardat7uluqのtはは っき りしない.arq・a「背.後」,
arq・auγu忌で 「朋類」.
「異生 の中の不 随法 者の如 し」pardak6an=skt.pτthag-jana
「又 不染法 は定 んで見断に非 らず」
「彼のために縁ず る煩悩は究 寛 してたよ りし時,方 に(そ の)名 は1)なるが故 に3)依と2)」 漢
語の 「断」に対 して ウイグル語 は「依」が入 っている。「方」(に)はtimin(6k)が常 に用い られ る.
「又,非 六生 も亦か くの ごとく見断 に非ず」altln6armaz・tint町m踏「第六で ないものか ら













altm6arsar.(8)qaltfkδng蓮lorunar廿r六 謂 意 処
mundaδngiin6iptuγm踏一qaadam踏01altfn6.異此 而 生 名 非 六 生
(9)arm琶z-tintuγlni首tip
mundaγk6z-taulatibiきarklig-1ar-tintuγm猶是 従 眼 等 五 根 生 義
(10)tipy6rUgol
即 五 識 等oloqbiきbilig-taulatf-1ar(11)即 五 識 等
adqanip6ngadqanγuqta母aruuγur一1n外 門 転 故
avril廿r驚Unk6rmak-ta(12)tarγarγ1皿uqarまn銭z
yanaalqu6ngnom-1arandaγyanakir-1ig又 諸 色 法



































「六 とは謂わ く意処な り」
「此れ と異 にして,而 して生 じたものへ1)名けた り3)非六生 と2)」
「是の ごと.く眼等の五根 より生 じたという義なり」
「即 ち五識等1)縁じて3)色境を2)外門で転ず るが故 に見所断 に非 らず4)」k6rmaktatar7'ar・
γuluq「見 において断つ ところの もの」=「所 見断」.このよ うな「所」にはふつ う ・γu恥q/gu磁k
が用い られ る.
「又諸 の色法 はか くのごと くまた染,不 染 法 も亦見 において断ず ること非 らず」
「不染汚 の法 の如 く彼 を縁 ずる煩悩へ究寛 して断ぜ し時に方 に(その)名 が1)なる故 に3)依と2)」
漢文 「断」 にたい して 「依」がは いって いる.
「断の義 は何 と云わ ば略 して1)有り3)二種2)」
「一 は離縛断,二 は離境 断」baγ 一th6ngi廿drUlmak廿z・atarγarmaq「縛か ら離れる こと











































「離縛断 とはま さに契経 に言い けり」yrliqamiきdは釈尊の言,す なわ ち 「宣 う」を表 して
いる.
「無 くするこ とに於 て2)内眼結を1)如実 に3)了知す8)我は4)無くせ し6)内眼結を5)と7)」
「離境 断とはまさに契経に言い しものな り」adqanγu・tfnδngi茸drUlmak「境か ら離断す る
こ と」=「 離境断」.
「汝 ら芯 鋼よ1)若し2)能くするな ら6)眼に於て3)断つ こと5)欲貧を4)」「若」 に対 してkim・lar
「だれか」が あて られて いる.
「是れ にお いて則 ち名は工)為す3)眼得永断 と2)」k6z・Ugbirdam翫itarγar7aliumiS「眼
を永 く断ち得 るもの」 」「眼得永断」.
「阿毘 達磨の諸大論師 らいわ く」 き・・t1・ak・・1〈・kt泊a・t・aka・a.・bid・mfk7-1fr〈,k亡.
abhidharlna-h(chin.経)・liγ(所属).
「彼の次第へ依 りて1)立てた3)二種の断を2)」


















odγuraqandaγ一ipirapdf-qa(13)t通ka1-1ig不必 於 中 得 不 成 就 名
bolmaq-ln-tfnadam鶯armazadqaγ一ln所 縁 断
tarγarmiきtip
(14)mundaalquapymaaqlγ一hγ6ng-1ar-ta止ヒ中 一 切 若 有 漏 色
apymakir(15)一sizaqfγ一hγ6ngs廿z-ta若 不 染 汚 有 漏 無 色


























「若 し法 が是 こに結を,及 び一果(?)に おいて,遠 いもの となるな らば(?)(その)対 治が生ぜ
し時 に彼の得を断つ ならば1)名けた り3)自性断 と2)」pirapdi=skt.prapti「得」.tδz-IUgは
t菰6一磁gの誤 りであ ろう.国 訳:「 若 し法,是 れ結 にして,及 び一果等の対治の生ず る時,彼 れ
に於て断を得 るを,自 性断 と名 く。」.す くな くとも 「於彼得 断」 に対す るウイグル語訳 は誤 り.
.「彼を断 じたるが故 に所縁事 に於 て便 ちユ)得3)繋を離 るるを2)」vastuニskt,vastu「事」.
「必ずか くのごときものは得へ成就す ることか ら1)名け しにあ らず3)所縁 断 と2)」 ウイグル文
は漢文 と少 し異な る.国訳:「 必ず しも中 に於て,不 成就を得ざ るを,所 縁断 と名 く。」.
「此の 中に一切 の若 し くは有漏色 に」apymaは89のapymaと 共 に 「若 し くは… … 若 しく
は」を表す.
「若 し くは不染汚,有 漏 の無 色に」
「及 び彼 の諸 の得生等 の法 に,」
「有 り2)見所 断及 び修所 断の諸結 におけ る所繋 とな ること1)」k敬m註k・tatarγar7u正uq「見
において断つ ところのこと」=「見 所断」.b1きrunmaq・tatar7arγuluq「修 において 断つ とこ
ろの こと」=「修所 断」.




birbir(4)bδ1uk-taki6ngin6nginangayu於一 一 品 各 別 体 上
t6z-1ar-t益u



















































「一一の品 にあ る各別の体 に於け る」
「起 こすな らば2)離繋得を1)その時に彼 の諸結及び一 果等な どの皆の名は3)なる5)已断 と4)」
baγ一tinδ丑giUdr蔵正mまk・llgpirapdf「繋か ら離れ るこ との得」コ 「離繋得」.漢 語の 「已」
には常に 一u俺(geru皿d)繊kat一があて られて いる.
「彼の有漏 の色 に及び不染汚 の」
「有漏の無色 に井 に諸の得生等の法 らに」 「井」 にはb量rlayana「ともにまた」 があて られ
てい る.
「諸 の離繋得 を」bar6aはbaγ のあやま り.cf,94.
「爾 の時 に起 き しこ とへ(そ の)名 は1)為さず3)断と2)」turγurm踏はtur7urmamf6「起
こらなか った(こ と)」の誤りであろ う,
「彼 の諸法 は唯だ彼 の地 にあり し最後 の無 間道 に随いて断ず るが故 に」
「諸 の見道 において1)能くせ ざるがため3)(その)別 に随いて次第 として染を離 るる こと2)」
国訳 「能 く地の別の次第 に随 って,離 染す るに非ず。」
「云何 ぞ1)能くせんや4)断ずる こと3)彼の色(等 の)法 などを2)」6ng・taのあとにulat誓lar・





































「見聖諦 は諸 の 悪趣 にあ りし 法の衆縁の 閾けている故 に1)得已う3)不生 を2)」t逓z・茸n・1謹r
k三rt萱一sinkδrm三濁 翫 「聖(者)な どの諦を見 た もの」=「見聖諦」.ay寿a加皿「悪 い世界」謂
「悪趣1.qamaγbasud6i「全てのよ りどころ」=「衆縁」.
「彼 に縁 るものは煩悩 を未 だ断尽せ ざ るが故に」adqanγu醗はa'dqanγu6董,tarγarmaduq
はta'rrarmaduqとかかれて いる.国 訳 「彼 の煩悩,未 だ断尽せ ざ るに縁 るが故 に」.
「猶 お(そ の)名 は1)ならず3)断と2)」 「猶(お)」には常 にaロilayuoqがあて られて いる.
「若 し法 が未だ 断ぜず1),得已り3)不生 を2),或はまた成就せ ざれば4)」
「此 こで 已断 と1)有りや3)何の差別2)と4)」tariγu憎kadmak「断 じ已え ること」鵠「已断」.
「一 切の法 における唯 二種 の法は1)なり3)見の 自体2)」
「有色法 において唯眼 の もののみ1)なり3)見2)」k6z・鱒ngはk6z6kの あや まりか.
「無色法 において行相(?)は 明利,境 界 を推度す る もの」 ロγurは「行相」にあて られてい る










(9)i6gar廿uγur-fnavri1廿r驚nbilgabilig内 門 転 慧i
arUrolk6rtimadfn(10)一lar-iarm巨z
mundak6z-n甑gtδz-iqalti6ngdUns6z-1ay廿此 中 眼 相
t茸kadm踏(11)tagtidiryirtin6茸一taki-1まr一臆 世 間 共 了
yomγf-qabililmi首
驚 廿nk6rmak(12)yaruqya甑q6ngUg観 照 色 故


































「内門 に転ず るが ために慧 は1)なり3)見2)余に非ず4)」avri遁rは'avri職rとかかれて いる.
「此にお いて眼の相 は前 に説 き已えたるが如 く1)といわ る3)世間へ共に了 した2)」
「故 に3)観ず るが2)照色 を1)闇の(その)相違 と しての故 に(その)用が明利故4)」 最初 の 舐脆n
「故 に」 はk6rmakのあとに くるのがふ つう.
「説け り4)眼の名 が1)なると3)見と2)」
「五 の染汚 の 見 を 随眠品 に當 に1)弁ぜん(わ れ らは)3)其の相を2)」anu§ayako首=skt.
anu舶yako6a,skt.anu6ayako§a・sthana・「随眠品」(平川彰 ほか 『倶舎論索 引』第一部1973
年P・27).「当(に)」に対 して157ではin6ipがあて られ ているが,こ こではkin「後 に」 があ
て られている.kinの立つ例 はOr.8212-75Aの94a,117a,128bに見 られ る.
「世間の正見 とは謂わ く意識 と相応せ し善の有 漏の勝慧」atruqは'truqとかかれてい る.
「一 の正見 という言に具 は1)摂す3)三(種)を2)」



















































「讐えば夜分に月等の明無 きに雲霧晦冥せ しときに而 して1)遊び しとき3)険阻 に2)」
BU'''"Ω=霧?cf.128.「讐 如」はin6aqahi…一ta(tag)で表 され る.bUkbolupq.aranm騰
=「晦冥」,bUkはふつ うは 「茂み」を表す.
「所見 として色の像の1)無ければ3)顛倒な らざること2)」
「五 しゅの染汚 の見 において法を観 るも亦爾 なり」
「磐え ば夜分において〈月〉等 の明有 ることに お.いて1)除き3)諸晦冥を2)而して4)遊ぶとき6)
険阻に5)」 茸IU6・in・taのあとにay-ta「月」(10cative)がぬけている.b廿k廿z・aqaran・
maq=「晦冥」.cf.119.
「所見 の色像,.少分 明浄 となり しが如 し」

















































「薯えば昼分 におけ る雲霧が上に昇 り1)掩蔽せ しことにお いて3)日輪を2)而して4)遊び しとき
6)平坦 の地 に5)」ta飴ngに っ いては,庄 垣 内rウ イグル語 ・ウイグル 語 文献の 研究1』
(1982年P.164註112)を参照.「雲騎」 に対 してbulidtuman「雲霧」 が入 って いる.
「所見 としての色は漸 く増 して明浄 になりしが如 し」 「明浄」k6z茸nrに対 して123などではyruq
arr7bol一が立っ。6ng・1乞rのあとにk6rk-1ar(像)がぬ けている,
「有学 の正見 において法を観 るも亦繭 なり」
「讐えば昼分において 日の野せ し熱き(烈 しき)光 において雰霧 を清め るがごと くに廓 げたとき
に而 して1)遊び しとき3)平坦地 に2)」 「清 めるがごと く」 はarir・layutigUtag「清 めてい
うのごと く」 と直訳 できる.BU'''"Ω言霧?
「所見 としての色像は最極において明浄 なるが如 し」
「無学の正見において法を観 るも亦爾な り」
「如如の行者は漸 く習 して慧を生ず ることにお いて」an6aan6aは'NC'`NC'とかか れてい





















uγ聴 一1uγ三 廿6廿n6adg茸aqiγ一11γuγ聴 一1uγ四
t6rtUn6bo67ud(8)一luγuγu§一1uγbi§in6
bo首1ud-suzuγuき一1uγ


























「除き しが ごとき 自心中の愚闇の差別 是の如 し是 の如 し」 国訳では 「自心 の中の愚闇 を除 く
が如 き差別,是 の如 し.是 の如 し.」とあ る.adfrtのあとに 一thともよめ る一 形式がある.
「諸の所縁において正見が漸 く増 して明浄な ることにおいて異有 るは所縁の境が浄,不 浄有 るに
非ず」arfγyruqbolmaqはyruqari7bolmaq「明浄」 の誤 り.
「覚慧の垢障が有無 となりしが ごとき故.ゆ え}こ謂わ く所縁 の1)有り(と いう)3)浄,不浄2)」
「是の(ご とく)諸 見を総ぶ るな らば類に1)有り3)五2)」muniの後にmun6ulayuがぬけ
て いる.
「一は無記類,二 は染汚類,三 は善有漏類,四 は有学.類,五は無学類」
「無記類 中,眼 根 は1)なり3)見2)」二つめ のk6zはk6ram「見」 の誤 り.

































140「余の染汚の慧 などは悉 く皆な見 に非ず」
141「謂わ く貧,瞑,慢,不 共の無明疑倶生の慧 などな り」
「不共」,
142「余の染汚の法 など も亦,皆 な見 に非ず」
143「有学類中の漏慧は1)なり3)見2)」
にして見 に非 ざるな し。」.
余皆非見有余師説
qamaγ一1董r-sfz「皆 と と もで ない 」=
ウイグル訳は漢文 と一致 しない.国 訳:「 有学 の類 中,慧
144「無 学類において1)除き3)尽Y"L',無生智を2)余の無学 の慧 は一切4)なり6)見5)」 ウイグル
文は漢文 と異 って いる.国 訳:「 但だ余 は見 に非ず 。 無学 の類 の中,尽 と無生智 と及 び余は見
に非ず。余 の無学 の慧 は,一 切 是れ見 な り。」.
145「善の有漏類において唯だ意識 と相応せ し善慧 は1)なり3)見2)」
146「余は皆な見に非ず と有余師 が説 く」 「有余 師」=「 他 の或る入 びと.正 統派 の論 師が異端 の
論師 をよぶ称.ま た名 を示 すに値 しない学者 をよぶ称 」(中村元r仏 教語大辞典』上P,88).こ

















































「意識 と相応 せ し善有漏慧 も亦,見 に非ざ る有 り」aqi7はa'q勤 とかかれて いる.
「謂 わ く五識身において引発せ し慧 と有 表を発する慧 と命 終時の慧 な り」 「五識身」 の 「身」
はここで は複数(plural)を表 して いるが,ウ イグルでは これ にquvraK「集 まり」)があて られ
ている.「 又」以後 は61m送 δdkiの註記,61・「死」・gay(future)一s茸k(dev.noun)?
「又善の有漏類中,五 識倶生の慧 も亦,見 に非ず」
「爾 らず。眼識 の力 にお いて住持す ることもて勝用生ず るが故 に」
「薪 のカ に依 りて勝用 の火生ぜ しが如 し」aduruq〈adruq
「若 し色を見 る用1)なり3)識の(生)法2)というならば4)」
「此 の色を見 る用 は眼を離れて生ず応 し」
「識 に由りて長益 し倶生 の大種 が1)起こさ しむることにおいて3)勝根 を2)」max-abut=skt.
































































「たれか有るな らば4)因縁の1)生じ能 うもの3)了別 を2)」 「諸有」(「あ らゆ るもの全て」)に
対 して,kimbararsar「だれか有 るなら」 があて られて いる.
「是の如きの了別は即ち(彼 の)因 縁な りと」
「識は1)なるがゆえ3)見の因 と2)故に見体に非ず と4)」 漢語 「故」 に対 しては,ふ っ うa6加
が 用い られるが,U6Un「故 に」__anin「それで」,あるい はanfnのみの使用 もあ る.U6伽
は漢文語順 に従わず常 に理 由を表す語 に直接後続す る.
「理な ど教な ど無 きが故に」yukdf=skt.yukt三「理」.agam=agama「教え」.
「理無 しと言い しは耳等の識 と無 差別の故」
「眼識の耳等 の諸識 と1)有るや3)何の差別 の2)」
「而 して独 りその名は1)なるがゆえ3)見と2)故に4)応か らず9)言う8)識は5)為る と7)見体と6)」






















































「若 しi)謂わば(なん じら)3),所依 の根を差別 した るが故に余識 に異な ると2)」adfri(1)m踏は
"DYRY'MYきとかかれている.
「理性 にあ るもの としてな らば1)応か らず3)然る2)」bolγalfはbo1γa'11とかかれている.
「識は所依に由 りて差別 した るが故に,但,う けいれけ り,転 じて眼識 とい う名 を得 た り」 ウ
イグル文 は理解 しがたい.想 転 は 「阿含 経」 ではsaqin6・t1n盗vr圭1・として表されている(庄
垣 内1982p.129106).
「応か らず2)所依が差別 した るが故に法性 改め られ転 じて 見体を成ず1)」 燗96ilipのあ とに
丸でかこんだarmaztayaq-Tがあるが,こ の二語 は不要.
「草木に,牛 糞に,糠 に依 る火が名をいかに改易す と錐 も」
「而 も媛性は同 じきが如 し」
「諸識の相望んで性 にあ る類は無別な り」
「言 うならば2)唯,眼に依 る識 を見 るは余 には非ず と1)」 国訳:「 唯,眼 識 に依 りて見に して
余に非ず と言ふ は,」.














































「若 し此こで色 を縁 じたるが故にそれ もて見 を成ず る といわば」
「色 を縁ず る意 識 も亦,見 を成ず応 しと」
「もし(な ん じら)説 くな らば5)眼識は1)なり3)見2)眼に非ず と4),世間に相違す,世間の ものは
但だ6)説けり10)無眼の名 は7)なると9)盲と8)けっして眼識無 きには非ず11)」k6zs廿zは
KUYSUSと かかれてい る.
「謂わ く盲 となるは但だ眼を成就せざるに由 るな り,眼 識への成 とまた不成 とに由 らず」



























































「而 も1)成じた ることに おいて3)眼識が2)(その)名 は4)なる応か らず6)盲と5)」
「亦,復 た1)応らず4)名ず く3)無見者 と2)」
までにおよぶ.
「復た成就せず と蹉 も而 も3)説けりと6)為す と5)盲と4)」
応 し10)盲と9)」
「有 情の眼根は愛,非 愛の色において拘畷せ らるる所な りと」
「不相至への拘硬の義 が成ず ること非ず」
「根の境の相至の其の義は不定な り」
「若 し1)言うな らば(な ん じら)7),見識が現前せざ りしが故に2)」和訳 の番 号は182から184
「是れにお いて則ち世間の諸の 目有 る者 らの識が起 らざりし位 において も亦(そ の)名 は8)なる



























































「若 し(そ の)体 相の類に就 くならば(そ の)名 は1)なる3)至と2)」 ウイグル文 は漢文 とす こ
し異 なる.
「天授等 の1)有ること非ず4)行動の法 が2)」d三vatad=skt・devadatta「天授」.和訳 の番号
島ま192番弄こおよβミ.
「遠近二方に一時に倶 して至 ること3)」
「;是の故 に眼根 は1)取る3)非至境を2)」tag「至 る」 ・maz(negahveaorist)・k護n(past)
・ki(adjective)?
「若 し1)説くな らば6)燈が遠近の境において一時に倶 して至 りしが如 し2)なるが故 に4)彼の性3)
と5)」 燈 にあたるyruqはYUΩ とか かれている.あ るいはyulaとかかれ るべきか.cf.
209,196,198,202etc.
「此の(な ん じらの)説 は然 らず(そ の)因 が成ぜ ざるが故に」










k6zarkligymaandaγoq眼 根 亦 爾
fraqyaqinikiadqanγu-1arTγ(11)birgar廿遠 近 二 境 倶 至 而 取 同
tagipindpalirolyulayaruq-ibir1註birt鎗彼 明 燈 火 明 性 故 此 因
ot(12)yruqtδz-IUg廿韻nqar就boluきlnaz不 成
tiptilda戸ngiz-1ar(13)b廿dmaz
眼 火 明 性k6z-nUngot-nungynlqt6z-1銭9眼 火 明 性 非 極 成 故
(14)一ibolmaqarduqraqb廿dmiき試rmaz銭6廿n
yanak6z-katagimligarmaz(15)munda又 眼 不 応 是 火 明 性
otyruq-ft6z-1荘gbolγali


























「遠 近二境(へ)倶 に至 り而 して取 る,彼 の明燈は2)と同 じ4)火明性3)故,対立 しあわず と5),
(なん じらの)因 は成ぜず7)」adqanrU・lar1γのiγ(対格)は 一qa(与格)の 誤 りで あろう.
qar§ibol憾maz「対立 しあわず」 は漢文 にはない.
「眼の火 の明性 とな るは極成す るに非 ざるが故 に」
「又,眼 へ1)応か らず3)是において火明が性 とな る2)」
「闇 に欲す るな ら1)求む る故 に3)光明を2)」qarangγuはqara'ngγuとかか れ て い る.
kUsまsarのあとにk6rmak「見」 が脱落 している。
「燈が1)欲した る時4)照らす ことを3)瓶衣等を)2別に5)求めて7)光明 などの助を6)方に8)能くせ
ず10)照らす ことを9)」BU''"Y'は「瓶」を あらわす.

















207yaqfnsiq-aodγuraqyarudlniき一i描r廿1maz驚苞n隣 逼 無 間 照 不 見 故
208qalt鞭11)yruqyulay即a.tingsim-ta-ki .謂 如 明 燈 於 油 住 等
oot-taulatlarduqraqyaqfn(12)sfq_a.極 隣…(逼物 倉旨焼i倉旨照
adqanγu-1ρr-qa.眼 則 不 然 於 眼 薬 等 極
隣)逼 境









204「此れ も亦 た理 に非ず1),
y廿garUがぬけているのか,cf.249252。
205「眼は畢寛 じて1)能わざる応 し3)色を見 ること2)」
206「又,(なん じらの)明 燈の喩は眼 と同 じか らず」
竃喩
207「隣逼 し極めて照 らしたるを見 られ ざるが故に」
い る.漢 文では この位置に「無 間」がはい って いる.














現見 する故に3)小明の大にお いて 伏 す こと2)」kδr田Urの 前に
y61a§「依 る」 一Ur(causative)・Uk(丘oun)
odruraq「極 め て 」 はodγura'qとか か れ て
「無 間」は209ではoq・suzが あ て られ て い る.
「能 わざるが故 に2)見ること1)又明燈 が諸の遠近にあ る所照の物へ無間に遍 く照 らした るが如 く
眼は則ち爾 らず3)」
「或はまた1)越えて3)中間の樹林等の色を2)見るが故に5)山等を4)」
「ここに由りて(な ん じ らの)燈 の喩は眼 と同 じか らず」
y61a誌r茸kUngUzはYUL'SU-RU'KUKUZるかかれている.
(186)
212前 所(3)立 因6ngd廿nkiuqldγu一こitfldaγingiz一前 所 立 因 遠 近 二 境 倶
lariraq-taql(4)yaqin-taqiikiadqanγu-1ar-qa時取 故
bir6d-ta.alir{i6Un
213(5)tigUdtanuqa痴rkOz-n廿ngylntamalir一証 眼 唯 取 非 至 境 者 理
ingatagmiき一t甑iarm詑(6)adqanγu4ar-fγ 無 傾 動
tisary6r廿g-i」ningbolmazamidmak-i(7)
tapinmaki
214yanak6z-katagimligarmazadqanγu-qa又 眼 不 応 至 境 方 取 以
tagiptimim(8)a1γah(nadagintipti曲r)不 能 取 隣 逼 境 故
umaz{i～搬nalγahyaqinsiq-a(9)adqanγu-
lar-fγ.
215yanayma6kuyur驚 伽a1γalisiparir(10)又亦 能 取 頗 砥 迦 等 所 障
一taulat1-lar茸z-atidllγu-luqbo11h踏6ng-1ar・ig色故
216又 於(11)所 見yanak6rg廿1茸k-t盗bolurU6廿n又 於 所 見 有 猶 予 故
ikirこ9Ulanm銭k
217birδk(12)alsartagmi蓉一takiadqanγuγqayu若取 至 境 因 何 猶 予
tildaγ一inikir6gtilan廿r
218tagm嬉(13)armazorun-taikir69廿1a噸k非 於 至 処 猶 予 応 理
tuγukargaky6rUgt6z-in-taki(14)一6aarsar
212「前の所立 の因は遠近二境(を)倶時 に取 るが故 に」adqanγu-lar-qaの一qa(dative)は・i7
(accusatve)の誤 り.
213「証 とな る4)眼の唯だ1)取ることへ3)非至 の境を2)といわ ば(そ の)理 の5)無し7)傾動 は6)」
amidmakは"MYDM'Kとかかれている・tagmi翫aki「至 った もの」+arlnaz「非 ざる」
+adqa町u・1ar「境 など」 ニ「非至境」.
214「又眼へ1)応らず3)境へ至 り方 に取 る2)(なぜ というな ら)4)能わ ざるが故 に7)取ること6)隣逼
して境 などを5)」 国訳:「 又,眼 は,不 応 至の境を方 に取 る。……」.nadagint玉ptisarに
あたる漢文 はない..
215「又i亦1),能くす るが故 に4)取ること3)頗砥迦等 にお ける所障 とな りた る色を2)」siparlr=skt.
spha重ika「頗股 迦」 にあた る.
216「又,所 見 にお いて1)有るが故に3)猶予2)」ikirむg廿「疑 い」・1an(denom.verb)・mak(dev.
no聴)窩「猶予」.
217「若 し1)取るならば3)至境を2)何に因 りて猶予す るや4)」




















































「審知せ ざるが故に2)人の机 の異 なりを1)言い既 えた うえ6)至る4)彼こに3)と5)審知 して8)竪相






「眼 に1)有る故 に3)明が2)無し5)斯の過4)とは(そ の)理 亦然 らず6)」












iraqyaΦnbulung(13)yingaqtayaqbolur方維 遠 近 可 了 知 故
U6Unbilmakuqmaq-1
77Aqaltlbolurbilmak(14)uqmaq-fbu謂 可 了 知 此 南 北 等 方 維
k茸n一塘kitaγ一taqfolt玉pu王atfyraq(15)遠 近 差 別 音 声
yaqinbulungyingaq-taqiadlrt6ngi且n廿9
(1)yangquγ
漁t砲dUk-taqulγaqarklig-igtimin6k(2)声 至 耳 根 方 得 聞 者
bolur註きidg組i
qalt宝tadiγ一taulati-1artagbusav-larbar6a応如 味 等 此 事 皆 無
(3)bolmaγukargak
量na面kinbo1γayburunarklig-ningymaδk量 不 鼻 根 亦 見 能 了 方 維
(4)k6rmadinumaγaybilgaliiraqyaΦn遠 近 香 差 別 耶
bulungy宝ngaq-taqyyft-nfng(5)adirdyn
舩6ak6rsarymat欲blllungy望ngaqiyin錐 見 但 由 順 方 廻 転 取
avlirip(6)tagzinipalipyit-Tγbakizbalg廿一 香 明 了 比 知 差 別
1廿gbilm銭kuγurイn。ta(7)tanglapbiliradirt-Tn
k6zqulγaqk6rd磁一値a蓉id(d)廿k-ta(8)fraq眼耳 見 聞 方 維 遠 近
yaq工nbulungyfngaq-taq噂in
























「遠 近方 維を1)可なるが故 に3)了知す ること2)」tayaqは「維」 を表すのか.cf.228231。
「可な り3)了知 すること2)此の 南北 にあ るというもの 等の 遠近方(維)に ある 差劉 の 音声 を
1)」
「声が1)至りしとき3)耳根(へ)2)方に4)得6)聞くことを5)」 慧rklig-igは盗r'kHg-igとか
かれて いる.ま た ・ig(accusative)は・ka(dative)の誤 りか?
「味等の如 く此 の事 は皆無 なる応 し」
「いか にな らん,鼻 根の亦1)見ず3)能わ じ5)了ずるこ と4)遠近方(維)に ある香の差別を2)」
na醗kinはna'醸k三nとかかれてい る.
「見 る と錐 も,但 だ方 に順 じて廻 転 し1)取り3)香を2)明了す ることに由 りて4)比知す6)差別を5」
avliripはavrilipの音位転 換形.
「眼耳 の1)見しとき聞き しとき3)遠近方(維)を2)」

























































「故 に耳根 の境を取 ることは類 に非ず」 漢文 の 「鼻」 にたい して 「耳」 がはい ってい る.
「又遠近 の声を取 るに1)有るが故に3)明了 と不明了が2)」
「若 し至 りしとき乃ち1)聞くな らば3)すべてを2)明了す応 し4)」 国訳:「 若 し至なれば,乃 ち
聞 くに並 に,応 に明了な るべ し」
r又,遠近 の声 を取 りしとき1),有るが故に3)決了 と猶予におけ る別2)」
「若 し至 りしとき乃 ち1)聞くな らば3)至を2)無別故 に4)」
「近 において 決了 した るが如 く諸 の遠 にある近 に ある声にお いて1)無か る応 し3)猶予す ること
2)」yaqf且・taqfは余分.
「遠 において猶 予 したるが如 く諸の近にある声においては1)無か る応 し3)決了す ること2)」
















































「耳 は1)能くす4)取るこ とを3)至境 を2)」
「声 は相続 して転 じて1)来入 す る故に3)耳に2)又,自らが4)能くす るが故 に7)聞くことを6)耳に
あ る声を5)と8)」
「此 の(なん じらの)説は非理 な り」「疏主比説非理isdiramatibaγsis6z・(4)1ar」が先行す る。
「大 きい鈴 などを鳴 らすこ とによ り1)起こりて3)(声が)2)手においてな にか4)触れ しとき6)鈴
に5)(その声 は)頓 に息 みしが ごとき故7)」 δzはいず れも 加 の誤 りであろ う.国 訳:「 手,
綾 に鈴を執れ ば.声 頓 に息 むが故 に」.6ung<chin.鍾
「若 し声が相続 して1)来入 したな らば3)耳の 中へ2)(すなわち4),あたうな らば6)聞くこと5)手
において7)執りし時9)鈴を8)鈴へ依 りて声 は10)可たるべ し12)息むこ と11)」su鵠?
「彼 より生 まれおえ し,質 を離れ しものは相続 して息まず此を聞 く応 し」 漢文 の内容 とはか な
り異 なる.a且dirtは'NDYRTとかかれて いる,
「然 るに1)執りし時3)鈴を2)現見す5)一切 の鈴 の声 の頓 に息 みて都て 聞 く可か らざること4)」


















































「若 し(な ん じ ら)謂わ ば2)燈の滅 したる時近遠 にあるもの皆な滅 したるが如 しと1),此も亦 た
然 らず3)」 漢文 「明」 にあたるウイグル語 が抜 けている.
「倶,不 倶 の時 に転 において差別 した るが故 に」
「非一 と一 と相続す るが故 に」 漢文 の 「異」 にあたるウイグル語 はない.
「燈 と(そ の)明 とで1)現見す3)倶転 が2)燈焔のまた(纏 に)滅 す るとともに則 ち4)見えず6)
明5)」 国訳:「 謂は く,燈 と明 とは,倶に転 ずるを 現見す。 燈焔縫 に滅ずれ ば,則 ち 明を見
ず。」.66「滅す」 一a(gerund)birla「とともに」.
「声 は即 ち然 らず」
「なん じらは1)許せ し故 に6)質を離れ しこと展転 と相 続 し2)来入す るが故に4)耳(へ)3)と5)」
「なん じらへ 定んで1)応し6)評す5)聞き し時3)至にあ る声を2)初めて質に附 した る声は久 しく滅
し已えた ことた ると4)」













































258「故に声 と燈 明 とは同 じか らず」
259「又燈 と(その)明との相続は各異なる」yal澄riqは.yakriq/yaldrfqとかかれ るのがふっ う.
260「心心所が同 じく共縁 として生 じ,そ の縁が1)被りし時3)損を2)彼と此 とは倶 に息む如 し4)」
2番目のbirはbirlaの誤 りであろ う,barqamaγ・liγで 「共」 を表す のか.cf.262.
261「声は即ち爾 らず相続は無異な り」.
262「識の相続の如 く不共縁か ら生ず」
263「声 は色の相続 中,前 の色が滅す と錐 も後 の声 は猶お起 これ ば」 加 δngは 加 一磁ng「声 の」
の6ngnま6a66ary皿aはUnna6a66sarymま「声 が滅す と錐 も」 の誤 りであろう.
264「何故 聞けるや,是 の故 に質 に依 りて所発 の音声 は即 ち1)能.くす5)縁と為ることを2)生ずること
を4)耳識を3)」aき三dlniきは 鼓§idm銭zの誤 りであろう.
265「若 し此 れと異 なるとい うな らば声 が至 りしときに方 に聞 くことにおいて近遠 の声を了する こと








(10)in6ipkantU6z-iumaq-i廿z-a護§idg註li然 自 能 聞 耳 中 声 者 非
qulγaq-taqi廿nUgnang(11)yft-taulatl-lar如香 等 隣 鼻 等 根
burun-taulatiarklig-1ar-kayaqinbolmf§
(12)tagarmaz
錐 在 耳 中na6atursarym翫qulγaq-taaniayu錐 在 耳 中 傍 非 至 境
oq(13)tヨgmiき一takiadqanγuarmaz
85B今 説 大 徳amdls6z-1agU6i(11.)ayaq-qa373B(16)今説 大 徳 如
懐gimligdarm-adiradibax§i-nfngmundaγ是 意 趣 非 即 可 楽 亦 非
o甑 γ一luq(12)abfplrayiyo1-ln6dr廿savgUl廿k可悪
armazym琶6kalγuluqarmaz
(13)t甑tagimligまrInazolisdagまli但 応 尋 究 如 何 無 間
t茸bgargalinadaginooq-suz(14)aripanilayu{乃不 木目触
oq.birikinti-kab廿r廿d廿きm銭z
yδr廿g-iuγul(15)一maduq廿6Unabipfrayi理 未 顕 故 意 趣 難 知
yol-inalpbolurbilgali





















「然 るに自ら1)能くす ることにおいて4)聞くことを3)耳中の声 を2)香等,鼻 等 の根 に隣 したるが
如きに非ず5)」
「在 りと雛 も2)耳中に1)拓お至境 に非ず3)」adqa町uは"D''"Uとかかれてい る,
「今1).説くものは3)大徳救法 の是 くの如 き意趣 を2)即ち可楽 に 非ず亦,可 悪(?)に 非ず4)」
国訳:「 今,説 く。大徳の是の如 きの意趣は、 即ち,楽 しむべきに も非 ず,亦,悪 むべきに も
非ず 。」.darm-adiradi=skt.dharmatrata.cf.bhadanta-dharmatrata=「大徳救法」
「大徳達磨多羅」.
「但だ1)応か らず3)尋究す る2)如何 に無 間なれ ども傍 お相 い触 れざる」bU蛸dUき くb茸rt雌・
「(その)理 は(顕 れ ざるが)故 に意趣 を1)難し3)知ること2)」u7ulmaduq冨?
abipirayf<skt.abhipraya



























































詞 の 中 は ふ つ う 一ta/ta-taq▽.



























































































































































































































































































































































































































































阿 毘 達 磨abidarmfki82.
yaqin:附質 声t6zk6rk-ka
yaqin-qi廿n256.





























bδ1廿k93;随 眠 品114随 を み よ.
kkir134.
契 経sudur7779.

























































































顛 倒120,顛 を み よ.



































































































































次 第83100,次 を み よ.
sudur337779.
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